
活動内容と成果
海浜植物のレスキュー活動として集めていた種子か
ら、北海道内で中学生及び市民、企業の手を借りて約
1,800株を育苗した。さらに、宮城県及び岩手県など
の海岸に合わせて約1,500株の移植を現地3か所の
適地及び近隣仮植地への移植を、双方の市民延べ
150人によって行った。6月の仙台では植栽交流会の
前にエコトーン・フォーラムを開催し各地からの報
告・交流を行った。札幌市では計3回、被災地から
人々を招いてダイアログカフェを開催し、現地での
活動の経過などを語っていただき意見交換を行っ
た。

活動内容と成果
●�地元小学校や一般参加者とアマモ場再生に取り組
むイベントを実施、延べ約390人が参加した
●�地域住民を対象にしたイベント「里海博」を開催
し、122人が参加、現状・課題を共有することがで
きた
●�海水浴期間に沖ノ島を訪れる来訪者に、環境保全
協力金を呼びかける活動を行い、前年度より約
188％増となる548万円を集めた。また沖ノ島・里
海観光案内所の設置、自然体験活動プログラムな
どを実施し普及啓発に努めた
●�環境保全のシンボルマークを一般公募し、イン
ターネット・来訪者・地域住民の選考を経て決定
した

課　題
被災地では時間の経過による風化に対し、状況の改
善が必要で、震災から8年が経過する中、継続的な活
動へと定着させていくため地域での担い手の発掘・
技術移転が求められる。

目　標
地域との連携で継続性を担保しつつ、海浜植生の保
全・復元活動を続けることで、環境教育＋防災教育
が定着し、海辺の生態系保全と防災への意識を維持
していけるようになる。

課　題
自然豊かな沖ノ島では、特に夏季の来訪者によるマ
ナーやゴミ問題、一方台風などによるアマモ場の減
少、「環境保全･再生」と「活用」の「仕組み強化」が課
題となっている。

目　標
沖ノ島の保全・再生と活用を両立する。「普及啓発活
動」により「大切さ」を共有し、持続可能な「仕組み」、
常に管理ができる体制を構築し、自然環境を次世代
に継承する。

北の里浜 花のかけはしネットワーク

（特非）　たてやま・海辺の鑑定団

東日本大震災被災地における地域のレジリエ
ンス向上を目指した海浜植物群落の再生と
環境・防災学習・地域交流ネットワーク形成

南房総館山沖ノ島の海辺を「守り」「伝える」
ための仕組み強化による環境保全･再生の
普及啓発活動と実践活動

10月の植栽交流活動

一般参加で行ったアマモの移植イベント

ダイアログカフェ 12（豊平館）
開催時の様子

地域住民へ向けた
普及啓発イベント里海博
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ひろげる助成
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育てた海浜植物の数量1,800 株

アマモ関係イベントの
延べ参加者数 390 人

ダイアログカフェの
開催数 3 回

環境保全協力金
として集めた金額 548 万円

今年度計画の達成度 90 ％

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 30 ％

目標達成度 35 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
被災地においての活動の主体となる
町内会やNPOなどとのネットワー
クの構築や関係づくりを持続的に
行っていくこと。

■工夫した点
想いを色褪せないものとするため、
そして学び合いや心のふれあいを目
的として双方の市民による交流会を
併せて実施。

■苦労した点
台風の影響と新型コロナウイルスの
影響で計画通りに進まず。また自然
の異変に対しての検証結果はすべて
仮説になってしまう点。

■工夫した点
アマモの消失原因の検証のため、浅
瀬に保護ゾーンを設置。食害対策と
して想定食害魚の天敵であるアオリ
イカの産卵床を設置した。

構築されたネットワークをもとに、各々の地域の学校や活動団体との協働を進め、
自主的な活動となるように進めていく。また本活動で得られた成果をもとにモデ
ルとなるようなツール作りを目指していく。

台風の影響からの再生などに地域を巻き込み一緒に取り組むことで普及啓発を進
めていきたい。地域が一体となって取り組む仕組みを形成することを目指し、貴重
な自然環境を次世代に継承していく。
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展望
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活動地域
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